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地震による人間の被害を軽減するためには、地震時の人間の行動や被害を評価することが重要である。本研

究では振動台搭乗実験を行い、人間の負傷評価のための人体の地震応答解析モデルを構築した。さらに、実

験結果と解析結果を比較し、構築した人体の地震応答解析モデルの妥当性を検証した。 
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1. 緒言 

地震時において原子力プラントで事故が発生した場合、人間は事故後対応のための重要な役割を持つ。地

震時の負傷等の人的被害を予測するためには、人間の身体や頭部の変位や速度等を予測できる人体の地震応

答解析モデルを構築することが極めて重要である。そこで本研究では振動台搭乗実験を行い、人間の負傷評

価のための人体の地震応答解析モデルを構築した。 

2. 人間の地震応答解析モデル 

振動台搭乗実験の様子を図 1 に示す。被験者を振動台に

乗せ、3D モーションキャプチャにより身体各部位の挙動デ

ータを得た。さらに、被験者の床反力をフォースプレートで

計測した。次に、地動加速度が外乱として入力される台車型

倒立振子により、地震時の人間挙動をモデル化した。解析モ

デルの概要を図 2 に示す。振子の状態をフィードバックし

て台車に駆動力を作用させる制御機構を付加した。解析に

おける床反力中心と身体重心の変位は、実験と良好に対応

した。さらに、構築された解析モデルに対し、モデル構築の

際に用いたものとは異なる振動台加速度を入力し、モデル

の応答と実験における被験者の応答を比較した。その結果、

解析モデルの結果と実験結果は良好に対応し、これにより解析モデルの妥当性が

検証された。 

3. 結論 

本研究では、地震時における人的被害の予測に向け、振動台搭乗実験に基づき、

人体の地震応答解析モデルを構築した。 
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図 1 振動台搭乗実験 
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図 2 倒立振子による 

人間の地震応答解析モデル 
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